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岡山県の新しい二条大麦奨励品種
（地域適応優良品種）̒ スカイゴールデンʼ

大久保　和男・井上　智博

A New Recommended Two-rowed Malting Barley Cultivar ‘Sukai Golden’ in Okayama Prefecture

Kazuo Okubo and Tomohiro Inoue

緒　言

岡山県の二条大麦は，県南部を中心に1,990ha（注，
農林水産省作物統計，2014年3月24日公表）で栽培さ
れており，主にビール醸造原料として，また精麦及び
麦茶用途にも利用されている．栽培品種は2002年に
地域適応優良品種として本県の奨励品種に採用され
た‘おうみゆたか’と‘ミハルゴールド’の2品種で
ある．このうち，‘おうみゆたか’は‘ミハルゴール
ド’に比べて成熟期が4日程度早く，やや多収で外観
品質が優れるが，子実の粗蛋白質含有率が0.5～1.0％
低く，ビール醸造上問題がある．このため，本県では
‘おうみゆたか’並みに早熟，多収で‘ミハルゴール
ド’並みの子実粗蛋白質含有率を持つ品種の導入が望
まれていた．また，‘おうみゆたか’と‘ミハルゴー
ルド’はオオムギ縞萎縮病に対して抵抗性を有するが，
1985年頃から栃木県をはじめとする北関東のビール大
麦主産県において両品種と同じ抵抗性遺伝子型（rym5
単独型）の品種を侵害するオオムギ縞萎縮病ウイルス
（BaYMV）Ⅲ型系統の被害が拡大している（戸嶋ら，

1991；五月女ら，1997）．
このような情勢の中，栃木県農業試験場栃木分場に
おいて，‘関東二条25号’を母親，‘栃系216’を父親
とする交雑後代から，BaYMV Ⅰ，Ⅱ及びⅢ型系統に
対する抵抗性と，うどんこ病抵抗性を有し，良質，多
収の二条大麦品種‘スカイゴールデン’が育成された
（谷口ら，2001）．
本県では1997年から奨励品種決定調査等に供試し，

検討を続けた結果，‘スカイゴールデン’を‘おうみ

ゆたか’に替わる二条大麦品種として2013年8月に奨
励品種に採用した．
本稿では，二条麦品種‘スカイゴールデン’の岡山
県における特性について報告する．
本試験の遂行に当たり，栃木県農業試験場及び旧栃
木分場，ビール酒造組合，アサヒビールモルト株式会
社の担当者並びに岡山県備前県民局農林水産事業部岡
山農業普及指導センターの作物担当者にご協力を頂い
た．ここに記して感謝の意を表します．

材料及び方法

1．供試品種
‘スカイゴールデン’及び対照品種として‘おうみ
ゆたか’を用いた．本稿において，試験年次はすべて
播種年で表した．
2．奨励品種決定基本調査

1997年から2000年までの4か年は予備調査を，2007
年から2012年までの6か年は生産力検定調査を，農業
研究所（赤磐市）内の水田転換畑圃場で行った．
播種期は11月中旬を標準とし，天候の都合で12月上
旬となった年が1か年あった．播種様式及び播種量は
1997年から2000年までは条間30㎝のドリル播及び㎡当
たり8ｇ，2007年から2012年は条間30㎝の条播及び㎡当
たり7ｇとした．1区面積は予備調査では2.7～3.6㎡，
生産力検定調査では3.8～5.4㎡であり，いずれも2反復
とした．
施肥は基肥と2回の追肥を行い，予備調査では施肥

水準を標準施肥のみとし，㎡当たり窒素，リン酸，カ
リをそれぞれ成分量で基肥として5.0ｇ，6.1ｇ，4.6ｇ，

2014年11月7日受理



岡山県農林水産総合センター農業研究所研究報告　第5号2

2月上旬追肥として3.0ｇ，3.6ｇ，2.8ｇ，3月上旬追肥
として3.0ｇ，0ｇ，3.8ｇ施用した．生産力検定調査で
は施肥水準を標準施肥と多肥の2水準設けた．標準施
肥は2007年と2008年では予備試験と施用量を同じとし
たが，2回目の追肥を4月上旬に行った．2009年以降の
試験では㎡当たり窒素，リン酸，カリをそれぞれ成分
量で基肥に4.0ｇ，4.9ｇ，3.7ｇ，2月上旬に4.0ｇ，4.9ｇ，
3.7ｇ，4月上旬に3.0ｇ，0ｇ，3.8ｇ施用した．多肥区
は標準施肥区の施肥量をその都度1.25倍とした．
3．奨励品種決定現地調査

2009年から2012年までの4か年，岡山市南区藤田地
区及び瀬戸内市邑久町で現地調査を行った．耕種方法
は地域の慣行に任せ，播種期は11月28日から12月18日，
播種方法は条播，播種量は㎡当たり10ｇであった．施
肥は，播種時に基肥，2月と3月に追肥を行い，総窒素
成分量は㎡当たり7.0～11.4ｇで，このうち約6割を基
肥として施用する施肥体系であった．
4．製麦品質並びに麦芽品質調査

2007年から2011年までの5か年，奨励品種決定基本
調査で生産した原麦をビール大麦育成系統合同比較試
験の製麦並びに麦芽品質試験に供試した．ビール大麦
育成系統合同比較試験は，新品種の効率的な育種と選
定を目的として国，道府県の試験研究機関，全国農業

協同組合，生産指導団体，ビール酒造組合，各ビール
会社等関係機関が一体となって進めている合同試験で
ある．本県産サンプルはアサヒビールモルト社が製麦
並びに麦芽品質を調査した．

結　果

1．̒ スカイゴールデンʼの生育と収量
奨励品種決定基本調査における生育並びに収量調査
の結果を表1（標準施肥区）及び表2（多肥区）に示した．
調査項目のうち品種間で統計的に有意であったのは，
稈長（表1）と千粒重（表1，表2）であった．以下に，
平均値に基づき‘おうみゆたか’と比較した‘スカイ
ゴールデン’の調査結果を述べる．出穂期は同日で，
成熟期は標準施肥区では同日，多肥区では1日遅かっ
た．稈長は3～5㎝短く，穂長は同程度であった．穂数
はやや多く，倒伏程度はわずかに小さかった．赤かび
病の発生の多少は‘おうみゆたか’よりも標準施肥区
でわずかに多かった．試験期間中にオオムギ縞萎縮病
の発生は認められなかった．千粒重及び容積重は‘お
うみゆたか’よりもやや小さかった．また，子実の外
観品質は‘おうみゆたか’と同等ないしはやや優れた．
a当たりの整粒収量は，標準施肥区では‘おうみゆたか’
対比103％，多肥区では107％とやや多かった．
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奨励品種決定基本調査における粒厚分布調査の結果
を表3に示した．‘スカイゴールデン’は‘おうみゆた
か’よりも2.8㎜以上の粒厚の割合が高く，施肥水準
にかかわらず整粒歩合が高かった．
奨励品種決定現地調査の結果を表4に示した．両試

験場所で縞萎縮病の発生はいずれの年次も認められな
かった．調査項目のうち品種間で統計的に有意であっ
たのは，稈長のみであった．基本調査と同様に，平均
値に基づき‘おうみゆたか’と比較した‘スカイゴー
ルデン’の現地調査の結果は以下のとおりである．出
穂期は同日，成熟期が1日遅く，a当たりの整粒収量は
岡山市南区藤田でやや多く，瀬戸内市邑久町では少な
かった．千粒重は岡山市南区藤田ではやや小さく，瀬
戸内市邑久町ではやや大きかった．子実の外観品質は
岡山市南区藤田では同等，瀬戸内市邑久町ではやや優
れた．
2．̒ スカイゴールデンʼの製麦品質並びに麦芽品質
ビール大麦育成系統合同比較試験における製麦品質
並びに麦芽品質の結果を表5に示した．製麦品質に関
しては，‘スカイゴールデン’は‘おうみゆたか’よ
りも粗蛋白質含有率が0.9ポイント有意に高かった．
麦芽品質ではジアスターゼ力と最終発酵度が有意に高
く，エキス収量は有意に低かった．

考　察

‘スカイゴールデン’の早晩性は‘おうみゆたか’
とほぼ同熟ないしは1日晩熟で，収量は同等ないしは
やや多収とみられ（表1，表2），耐倒伏性及び子実の

外観品質は同等ないしはやや優れている（表1，表2，
表4）．現地試験では整粒収量の‘おうみゆたか’対比
が地区によって異なり，岡山市南区藤田では103と高
かったのに対し，瀬戸内市邑久町では88％と低かった
が，a当たり51㎏とビール大麦としては十分な収量が
得られている（表4）．
‘スカイゴールデン’は‘おうみゆたか’よりも整
粒歩合が高く，特に粒厚分布2.8㎜以上の割合が高かっ
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たが（表3），整粒の千粒重は‘おうみゆたか’よりも
小さかった（表1，表2）．整粒サンプルの観察では‘ス
カイゴールデン’は‘おうみゆたか’よりも粒の長さ
と幅が共に短く，粒大は小さいが粒厚は厚いという特
徴があるといえる．また，粒厚分布2.5㎜未満の割合
が低く（表3），整粒の粒揃いは‘スカイゴールデン’
が優れることを観察からも確認している．
製麦試験の結果，‘スカイゴールデン’は‘おうみ

ゆたか’よりも粗蛋白質含有率が有意に高かった（表
5）．育成地の試験結果でも，‘スカイゴールデン’は
粗蛋白質含有率が高い場合が多く，麦芽全窒素，コー
ルバッハ数，麦芽可溶性窒素も高いことが指摘されて
いる（谷口ら，2001）．本試験の結果も谷口ら（2001）
の報告と概ね一致しており，‘スカイゴールデン’は，
本県における栽培では子実の粗蛋白質含有率がビール
大麦の適正値（10～11％）よりも低くなりやすい‘お
うみゆたか’に替わる品種であることが確認された．
柴田（1988）は，国内産小麦は関東から西に向かう
につれて子実の粗蛋白質含有率が低くなる傾向にあ
り，土性や気象条件等の違いが粗蛋白質含有率に影響
を及ぼすことを指摘している．佐藤ら（1987）は，小
麦品種‘農林61号’と‘アサカゼコムギ’を用い，赤
黄色土，灰色低地土，厚層腐植黒ボク土及び淡色黒ボ

ク土において同一の施肥条件で生育させると，子実粗
蛋白質含有率が黒ボク土で高く，灰色低地土でやや低
いことを示している．また，岩渕ら（2011）は小麦品
種‘チクゴイズミ’を用い，生育前期（播種から出穂
までの期間）の気温が低く，降水量が少ない場合に子
実粗蛋白質含有率が低下せず高水準を維持することを
示している．大麦の子実粗蛋白質含有率も小麦と同様
な土性や気象条件の影響を受けるとすれば，冬季の気
温が比較的温暖な本県産の二条大麦は，麦作期間の気
温が比較的寒冷で黒ボク土の分布が多い関東産の二条
大麦よりも低蛋白になりやすいことが示唆される．
岡山県の二条大麦は主に県南部のグライ土地帯にお
いて水稲の裏作として栽培されており，土壌の排水が
悪い．また，赤井ら（2012）が行った同地域での水田
土壌の化学性調査では，土壌㏗6.0未満の圃場の割合
が83％，㏗5.5未満では53％であり，土壌㏗は概して
低い．‘スカイゴールデン’は子実の粗蛋白質含有率
が高くなりやすい品種だが，本県での普及に当たって
は土壌の排水対策と㏗矯正を行ったうえで現地試作に
よって子実の粗蛋白質含有率を確認し，施肥方法を定
める必要がある．
‘スカイゴールデン’はオオムギ縞萎縮病ウイルス
抵抗性遺伝子rym3とrym5を併せ持ち，日本国内で現
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在確認されているすべてのオオムギ縞萎縮病ウイル
ス系統（Ⅰ型，Ⅱ型，Ⅲ型，Ⅳ型及びⅤ型系統）に
対して抵抗性を示す（五月女ら，2010）．しかし，オ
オムギ縞萎縮病と同様のモザイク症状はBaYMVだ
けでなく，近縁のオオムギマイルドモザイクウイル
ス（BaMMV）によっても引き起こされ，近県の山
口県や香川県でその発生が認められている（野村ら，
1992）．‘スカイゴールデン’のrym遺伝子型は山口県
で分離されたBaMMV-Na1には感受性とみられており
（長嶺ら，2012），今後BaMMVによるモザイク症状の
発生には注視が必要である．

摘　要

岡山県で2013年8月に奨励品種（地域適応優良品種）
に採用された二条大麦品種‘スカイゴールデン’の特
性は，対照品種の‘おうみゆたか’と比較して以下の
とおりであった．
1．出穂期は同日で，成熟期は同熟～1日遅い．
2．稈長は3～5㎝短く，耐倒伏性は同等ないしはやや
優れるとみられる．

3．千粒重は1~2ｇ小さいが，整粒収量は3～7％多く，
子実の外観品質は同等～やや優れる．

4．子実の粗蛋白質含有率は約1％高い．
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Summary

The agronomic traits of a new two-rowed malting barley cultivar ‘Sukai Golden’ were examined in performance test for 
recommended varieties in Okayama Prefecture. Outline of the results is as follows.
1. Earliness of ‘Sukai Golden’ was approximately same as check variety, i.e., ‘Oumiyutaka’ or later for one day than 
‘Oumiyutaka’. 

2. ‘Sukai Golden’ was approximately same as ‘Oumiyutaka’ or somewhat superior to ‘Oumiyutaka’ in high-yielding and grain 
appearance quality.

3. The rate of whole grain of ‘Sukai Golden’ was approximately 5 to 7% higher than ‘Oumiyutaka’, but 1000-grains weight 
was approximately 1 to 2 g lighter than ‘Oumiyutaka’.

4. Protein percentage content of the grain of ‘Sukai Golden’ was approximately 1% higher than ‘Oumiyutaka’.


